
セントラル警備保障株式会社 （証券コード 9740）

事業内容と

中期経営計画について



会社概要及び沿革

会 社 名 セントラル警備保障株式会社

CENTRAL SECURITY PATROLS CO.,LTD. （略称：ＣＳＰ）

ブランドコンセプト

Creative Security Partner
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1966年 創業 2021年 創業55周年

1997年
JR東日本との業務提携
(株式の1/4約25％をJR東日本が取得)

2004年
東証一部株式上場

2004年
新安全警備保障
営業開始（M&A）

2016年
特別警備保障
株式取得（M&A）

2014年
HOPEグループ株式取得（M&A）

2019年
シーティディー
ネットワークス
株式取得（M&A）

2021年
ＣＳＰ東北株式取得

（M&A）

資 本 金

代 表 者

本 社

従 業 員 数

29億2,400万円

代表取締役執行役員社長 澤本 尚志

東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿NSビル

連結：6,514名、単体：3,886名 (2021年2月末)

1988年
東証二部
株式上場

1966年の創業以来、常駐・機械・運輸警備を中心に事業を展開、近年ではM＆A等により事業を拡大



創業の理念

～ＣＳＰのパーパス（存在意義）とは～
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一、仕事を通じ社会に寄与する

一、会社に関係するすべての人々の幸福を追求する

社会の暮らしや営みを見守り支える仕事を通じて、安全、安心、快適さを追求し、
社会の平穏に貢献することが、ＣＳＰグループの使命である。

ＣＳＰグループは、関係する全ての人々に喜んでいただける存在となるために、
お客様、取引先社員と家族、株主の満足を追求する。

Peace of Mind

当社の事業そのものが社会貢献であるという考えのもと

「安全・安心」を社会インフラとして実現していくために

事業活動を通じて社会に貢献してまいります。



▼ 監視カメラシステム

▼ 入退室管理システム

▼ 防犯・防災機器の設置・販売 等

▼ オンライン・セキュリティ

▼ 画像監視システム

▼ まもレール等の配信サービス 等

▼ 施設警備（人的警備）

▼ 防火・防災の安全管理業務

▼ 要人身辺警護業務 等

事業内容（2021年2月末）

常駐警備

344億円（51.0%）

▼ 清掃・設備保安を中心とする建物管理業務

▼ 不動産管理業務 等

不動産・ビル管理

17億円（2.5%）

機械警備
210億円（31.2%）

運輸警備
37億円（5.6%）

工事・機器販売

66億円（9.7％）
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▼ 現金、貴重品等の警備・護送

ならびに輸送業務 等

2021年度2月期

連結売上高

674億円



常駐警備と機械+機工の売上構成比の推移

常駐 機械+機工 運輸 ビル管理

常駐

54.3％

機械+機工

37.0％

2019年_2月期 （実績）

売上構成比
2021年_2月期 （実績）

売上構成比

常駐 機械+機工 運輸 ビル管理

常駐

51.0％

機械+機工

40.9％

常駐 機械+機工 運輸 ビル管理

常駐

46.3％

機械+機工

46.1％
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収益性の比較的高い“機械警備と機器工事” の割合の増加を目指す

54期_通期 （中計最終年度）

売上構成比

目 標



38,595 
40,505 

43,081 

51,193 
55,696 54,656 

1.1%

3.0%
2.6%

5.1%
5.5% 5.8%

2016年2月期 2017年2月期 2018年2月期 2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期

単位：百万円業績（売上・営業利益率）
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直前期ではコロナ影響を受けたものの、順調に「増収・増益」を実現
一方、従業員数については、微増にとどめている。

従業員数

3,491 3,511 3,654 3,709 3,818 3,886 

2016年_2月期 2017年_2月期 2018年_2月期 2019年_2月期 2020年_2月期 2021年_2月期

単位：人

単体業績と従業員の推移



Creative 2025

中期経営計画

～ 安心と信頼を創造する
技術サービス企業を目指して ～
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■ 計画名称

■ 基本方針

■ 最終年度の数値目標

８００ 億円

６８ 億円

８．５ ％

連結売上高

営業利益

営業利益率

■ 計画期間

2022年2月期 から

2026年2月期 （5年間）



付加価値の高い常駐警備の提供

DXの推進による機能向上と新たなビジネスへの展開
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女性スタッフの活躍

「車いすの対応業務」 や 「巡回業務」 など、
女性スタッフならではのきめ細やかさ

ホスピタリティの高い人的警備

豊富なノウハウと経験により、
トップレベルの警備サービスを提供

■ 主な常駐警備先

日本テレビ放送網 TBS放送センター 経団連会館ビル
日本経済新聞社ビル

JR東日本の各主要駅 及び
周辺の駅ビル・ホテル・オフィスビル 等



画像解析サービス
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最新の画像解析技術を活用し、防犯カメラの映像から様々な異常を自動検知
センター員が画像を確認後、緊急連絡やパトロール員による駆けつけを実施

※ウェアラブルカメラを装備

自動通報

※オレンジはご連絡及び警備員の駆けつけ、
緑は原則ご連絡のみとなります

全11の検知項目 【お客様施設】AI解析 【ＣＳＰ画像センター】画像確認

駆けつけ(警備対応)

お知らせ(報告)

パトロール員

侵入 うろつき 置去り 転倒

顔認証 混雑 アルミ風船

白杖 車いす ベビーカー 盲導犬



画像関連
ソリューション

・常時録画 （ＩＴＶシステム）

・画像解析

・画像巡回 （ＣＳＰ画像センター）

・風体検索 （迷子、不審者の検知）

⇒マーケティング利用 等

警備ロボット
ソリューション

警備隊員の支援
ソリューション

・屋内外の位置測位

→隊員の位置情報把握 …等

・警備用ロボットの実運用 ・隊員向けの運用アプリの開発

・ウェアラブルカメラの装備

・警備用モビリティの活用

大型開発件名に向けた取り組み
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品川地区の再開発事業への提供を目指した警備サービスの展開

大規模な開発事業向けに「セキュリティコンサル」の提供を目指す

設 計 機器選定 設置・施工 運 用 保 守

※ 設計から日常の運用そして機器のメンテナンスまで警備に関するご要望をワンストップで受注



❶ 人検知、転倒検知、白杖検知などの行動解析

❷ 顔認証

❸ 高温検知 （不審火や高温などの熱源を検知）

❹ ライブ映像監視

❺ 常時録画 （前方・後方の証拠映像を録画）

❻ 威嚇 （音声、ブザー、フラッシュライトによる威嚇）

❼ 通話 （IPインターホン組み込み）
新・警備ロボット

～AIを活用した画像解析などの先端技術を

搭載した自律走行型ロボットの開発～

技術力の強化技術サービス企業としての取り組み ①
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主な機能

自律走行型警備ロボットの開発



◆GPSの届かない屋内

（狭所・高所・暗所

などの危険な箇所）

◆足場の設置が必要な

箇所等の設備点検
点検イメージ

～ドローンを活用した警備サービスの推進、

ドローン事業の拡大～

操縦型ドローン「IBIS」

自動巡回型「IBIS」(開発中)

ドローンを活用した事業展開

技術サービス企業としての取り組み ②
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設備点検
警備サービス
への活用

特 長

サイズ：191×179×54㎜
（プロペラガード込み）

サイズ：450×200×120㎜
（プロペラガード込み）



CSPが取り組む SDGs
当社は、CSR（企業の社会的責任）の取り組みとして

「社会的課題の解決」と「企業の持続的成長」の両立を目指し、

SDGs（持続可能な開発目標）の達成にも貢献してまいります。
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